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ｎｇ Ｇａｒｄｅｎ］・からは彼女の感性は消え、表面的で実在感の無いイラスト的な画面となった。自分の
内面を表現するのではなく、表面的に自分を表現しようとしている。色も浅く、綺麗なわかり易い世界にな
っている。此の作画が、世の中に受け入れられる仕事かどうかは、後世に委ねたいと思う。 
自分を表現する事は大変な作業の上になりたっていると思う。自分を貫き通す事、新しい事へのチャレン
ジ、これを両立する事は大変難しい事ではある。審査後、その表面的な作業にやや不満の声も聞かれた。が 
課題はあるとはいえ、作家としての将来への期待は高く評価され、学位にふさわしい実力を備えているとし
て、学位作品を合格とした。 
 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
繭山桃子さんは、今までの日本画にはなかった現代的な視点を持っており、都会の中の孤独感を図形的に
表現することで「都市＝楽園」という全く新しい日本画の概念を構築した。彼女は、人物を直接表現せずに
カラーコーンやビル群、道路標識やタワーといった類の人工物によって暗示すると説明しているのだが、心
識をもたない人工物に仏教で言う草木国土悉皆成仏、神道でいう八百万の神の考えを、絵画表現として取り
入れることで都会のもつ宗教観を表現している。一般的には恐怖感を持つ暗闇に、人と関わらないという安
心感を抱き、自分が安住できる楽園を描いている。この暗闇に広がる孤独な都市表現から、彼女の本当の楽
園が見えてくる。 特に作品にあらわれる都会の中のカラーコーンが彼女自身であるということも興味深く、
彼女の独自性を感じさせる。 
彼女の制作の評価すべきは、敢えて意思の疎通をとりやすいモチーフで臨まずに、意思の疎通をしにくい
人工物である「都市」を通じて意思の疎通を図ろうとするところにあり、そこに今まで無かった日本画の概
念をつくりあげようとする冒険心やチャレンジ精神が感じられる。日本画では普通、命あるものに考えを投
影して作品を表現するが、彼女の作品にあらわれる風景からは、モーリス・ユトリロの描く風景の人間的な
温かみなどとは異質の、新しい絵図を生みだそうとする気概が前面に感じられる。ただ、否定的な意見では
ないのだが、先鋭的な概念を絵画表現しているからこそ、受け手である誰しもに説明を必要とせざるをえな
いものとならぬよう、絵と観る者がある程度の間合いを持つ事が必要になってくるだろう。 
彼女が作り出した新しい日本画の概念「都市＝楽園」は、論述として高く評価し、審査員全員の協議の結
果、論文研究作品共に学位研究に値すると判断した。今後優れた論文をつくりあげた彼女が、次の舞台に進
み画家としての本領を発揮していくために、理路整然とした答えとは違い、答えの出ないところに美を見つ
け、悩み苦しむ制作過程の中で表れる美を表現していく事を大いに期待するものである。
